
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　放電灯 フィラメントに の予熱電流を供給する予熱回路と、放電灯
の点灯時に 予熱電流の供給を停止させる予熱カット手段を有し、点灯時の特性が異な
る２つ以上の放電灯を適合負荷とする放電灯点灯装置において、 フィラメントを
流れる電流が接続している放電灯におけるスパッタ領域にある場合にスパッタ領域よりも
適正領域に近づける制御を行うことを特徴とする放電灯点灯装置。
【請求項２】
　　ランプ識別手段を有し、識別したランプに応じてカットしていた予熱電流を
連続的または間欠的に供給することを特徴とする請求項１の放電灯点灯装置。
【請求項３】
　　ランプ識別手段を有し、識別したランプに応じて フィラメントを流れる電流
が適正領域となるようにランプ電流を制御することを特徴とする請求項１記載の放電灯点
灯装置。
【請求項４】
　　ランプ電流をモニターする手段を有し、所定のランプ電流値以下になった場合に、

予熱電流の供給またはランプ電流の制御を行うことを特徴とする請求項１～
３のいずれかに記載の放電灯点灯装置。
【請求項５】
　　ランプ電流をモニターする手段とランプ識別手段を有し、識別したランプに応じて所
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定のランプ電流値以下では 予熱電流を供給することを特徴とする請求項１～４の
いずれかに記載の放電灯点灯装置。
【請求項６】
　　予熱カット手段は予熱回路に接続されたスイッチ手段のオン、オフにより予熱電流の
供給、停止を切り替えることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の放電灯点灯装
置。
【請求項７】
　　放電灯にランプ電流を流すインバータ回路とその電源回路を有し、インバータ回路の
スイッチング素子の発振周波数またはデューティの制御、もしくは電源回路の直流電源電
圧のいずれかを制御することによりランプ電流を制御することを特徴とする請求項３また
は４に記載の放電灯点灯装置。
【請求項８】
　　ランプ識別手段を有し、識別したランプに応じて適切な予熱電流を供給するように予
熱回路のインピーダンスを変化させることを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の
放電灯点灯装置。
【請求項９】
　　ランプ識別手段を有し、識別したランプに応じて電圧振幅の異なる予熱電源を切り替
えることにより適切な予熱電流を供給することを特徴とする請求項１～７のいずれかに記
載の放電灯点灯装置。
【請求項１０】
　　ランプ識別手段を有し、識別したランプに応じて予熱回路のコンデンサの容量を切り
替えることにより適切な予熱電流を供給することを特徴とする請求項１～７のいずれかに
記載の放電灯点灯装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は特性の異なる複数の熱陰極型放電ランプを適合負荷とする放電灯点灯装置に関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に熱陰極型の放電ランプの寿命は、フィラメントに塗布してあるエミッターが消耗し
て無くなった時を指す。このエミッターは放電灯点灯装置を用いて点灯させていくうちに
自然に減少していくものであるが、その減少していく速さは点灯時のランプフィラメント
のスポット温度に依存しており、スポット温度が高すぎても低すぎても減少していく速さ
は大きくなってしまう。従来の一般的な放電灯点灯装置でランプを始動、点灯させる際に
はランプフィラメントのスポット温度を適正な温度にヒーティングするためにランプ電流
に予熱電流を加えて流しており、特にランプを始動させる場合や、調光した場合等、ラン
プ電流が極端に少ない時は先行予熱電流と呼ばれる電流をフィラメントに供給することに
より最適なフィラメント温度になるようにしている。
【０００３】
しかしながら、このランプ電流と予熱電流とを加えたトータル電流（フィラメントに流れ
る電流即ちリード線電流）が多過ぎた場合、図９に示すように、蒸発領域と呼ばれるエミ
ッターが蒸発してしまう領域に入ってしまい、エミッターの消耗が通常よりも激しくなっ
てしまう。また逆にトータル電流が少な過ぎると飛散（スパッタ）領域と呼ばれる、エミ
ッターが固まった状態で飛散していく領域に入ってしまい、結果として早期黒化を招き、
短寿命の原因となっていた。
【０００４】
このため、従来の安定器の設計においては、最適なランプフィラメントのスポット温度に
なるように、ランプ電流と予熱電流の流れる量が図９の斜線で示した適正領域になるよう
に設計する必要があった。
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【０００５】
ところが、定常点灯時における常時予熱電流はフィラメント温度の最適化には寄与するも
のの、反面フィラメントロスを招いてしまい、高効率化の妨げとなってしまう。そこで最
近ではランプ電流のみでフィラメントのスポット温度を満足できるように設計することに
より予熱電流をカットして高効率化を図っている。
【０００６】
すなわち、図９において、ランプ電流だけでトータル電流を満足する領域では、予熱電流
を流さなくても適正領域であり、効率を高めるにはトータル電流＝ランプ電流で動作させ
る方が良い。この領域よりもランプ電流が少ない領域では、ランプ電流が減少するにつれ
て予熱電流を増加させて、トータル電流を増やす必要がある。なお、ランプ電流が特に少
ない領域では予熱電流とランプ電流を加えたトータル電流の適正領域の上限が減少して行
き、適正領域が狭くなっている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
定常時におけるランプ電流が異特性となるランプ（例えば直管ランプとツインランプ）を
、上述のような定常点灯時の予熱電流をカットする方式の放電灯点灯装置を用いて点灯さ
せた場合、ランプの種類によって点灯時のランプ電流が異なる（同一仕様の安定器で直管
ランプとツインランプを点灯させた場合、直管ランプの方がツインランプよりもランプ電
流が大きくなる）ため、図１０のａ点に示すようにランプ電流だけで適正領域を満たす場
合（直管ランプ接続時）と、ｂ点に示すようにランプ電流だけではランプのトータル電流
が足りずにスパッタ領域に入ってしまう場合（ツインランプ接続時）とにまたがる可能性
がある。そのため、定常点灯時の予熱電流をカットする方式を用いた放電灯点灯装置にお
いて、このような異特性を持つランプを適合負荷とする場合には、以下に示す２つの手段
のうちどちらか一つを満足しなければならない。
【０００８】
まず、一つ目は図１１の矢印で示すように、ツインランプの定常時における電流値がスパ
ッタ領域に入らないように（ｂ点からｂ’点へと）出力を上げることである。しかしなが
ら、このような設計をした場合、定常時の直管ランプの電流値が（ａ点からａ’点へと）
さらに大きくなってしまうため、直管ランプを接続した時に必要以上の光が出てしまう、
あるいは電流の増加に伴い使用している電子部品の温度が上昇してしまうという問題が生
じてしまう。特に電子部品の温度上昇は放電灯点灯装置の寿命にも関係してくるため、好
ましくない。また、ａ’点では逆に蒸発領域に近づく方向なので、出力を上げすぎた場合
には蒸発領域に入ってしまう恐れも出てきてしまう。
【０００９】
二つ目にはランプのフィラメント構造を変更し、図１２に示すようにツインランプの予熱
電流の適正領域を広げることである。しかしながらフィラメント構造が異なる結果、先行
予熱時における必要予熱電流が変わり、点灯時の予熱電流の設計だけでなく先行予熱時の
予熱電流の設計までも困難になる。さらに、上記予熱カット方式の安定器においては予熱
カットを行うランプ電流値をｄ点（直管ランプにおける適正領域とスパッタ領域の境界点
）に合わせる設計としなくてはならず、もし負荷としてツインランプを接続した場合には
ｃ点（ツインランプにおける適正領域とスパッタ領域の境界点）～ｄ点の間においてはも
ともとランプ電流だけで適正領域を満足できるにも関わらず予熱電流を供給するため、結
果として余分なフィラメントロスを生じてしまう。
【００１０】
一方、調光機能を併せ持った放電灯点灯装置では、調光時に著しくランプ電流が減少して
しまうため、ランプ電流のみでトータル電流を満足させるという予熱カット方式ではどう
してもスパッタ領域に入ってしまうことになる。
【００１１】
本発明は上述のような点に鑑みてなされたものであり、特性の異なる複数の熱陰極型放電
ランプを適合負荷とする放電灯点灯装置において、予熱電流とランプ電流を加えたトータ
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ル電流が適正領域となる範囲で余分な予熱電流をカットして効率を高めることを課題とす
る。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
図１は本発明の放電灯点灯装置の基本構成図である。図中、Ｖｓは商用交流電源、ＤＢは
全波整流器、Ｌａは蛍光灯などの熱陰極型放電ランプ、１は直流電源回路、２はインバー
タ回路、３はインバータ制御部、４はランプ識別手段、５は予熱回路である。インバータ
制御部３はランプ識別手段４による識別結果を受けて、インバータ回路２の発振周波数あ
るいはスイッチングのデューティの制御もしくは直流電源回路１の直流電源電圧制御を行
う。また、予熱回路５はランプ識別手段４による識別結果を受けて、ランプ負荷Ｌａの予
熱電流のオン／オフを行う。
【００１３】
本発明によれば、図２のａ点に示すように、ランプ電流のみでフィラメントのスポット温
度が適正領域を満足する場合は、予熱電流をカットしてフィラメントロスを低減し、効率
化を図る。また、図２のｂ点に示すように、ランプ電流だけでは適正領域を満足できない
（飛散領域に入る）場合には、図２のｂ”点に示すように、予熱電流を加える、もしくは
図２のｂ’点に示すように、ランプ電流を増加させて、インバータのトータル電流（予熱
電流＋ランプ電流）が適正領域に来るような制御を行うものである。
【００１４】
そのために、図１に示すように、放電灯点灯装置にランプ識別手段４を設けておき、識別
したランプの種類に応じてこれまで定常点灯時にカットしていた常時予熱電流を連続的ま
たは間欠的に供給する、またはインバータ回路１の発振周波数、スイッチングのデューテ
ィ、あるいは直流電源回路２の直流電圧を制御することにより、ランプ電流が適正領域ま
で来るように出力を変化させる。
【００１５】
もしくは、ランプ識別手段の代わりにランプ電流を常にモニターする手段を設けておき、
図３に示すように、このモニターしている電流値が適正領域とスパッタ領域の境界となる
ランプ電流値（ｅ点）よりも小さくなった場合には、予熱電流の供給あるいはインバータ
の出力制御（ランプ電流の増加）を行う。また、モニターしている電流値が図３のｅ点以
上であれば、ランプ電流だけで適正領域を満足できるので、予熱電流をカットしてフィラ
メントロスを低減し、効率を改善するものである。
【００１６】
さらに、異なったフィラメント構造を有するランプを適合負荷とした場合には、装着する
ランプの種類によって予熱カットすべき範囲（ランプ電流のみで適正領域を満足できる範
囲）が異なるため、ランプ識別手段とランプ電流モニター手段を併せ持ち、ランプを識別
した後、図４に示すように、ランプの種類に応じて前記制御を行うランプ電流のレベルを
変化させる。図４の例では、直管ランプについてはｅ点で、また、ツインランプについて
はｅ‘点で動作が切り替わるように制御する。直管ランプが接続されている場合の動作は
図３と同様である。また、ツインランプが接続されている場合には、モニターしているラ
ンプ電流値がｅ’点よりも小さくなった場合に予熱電流の供給あるいはインバータの出力
制御（ランプ電流の増加）を行うことによりトータル電流が適正領域に来るように制御し
、ランプ電流値がｅ’点以上であれば、予熱電流をカットしてフィラメントロスを低減し
、効率を改善する。
【００１７】
これらの手段を用いることにより、装着ランプの種類、特性、周囲の環境、調光レベルな
どに関わらず、常に適正領域でフィラメントのヒーティングができ、スパッタによる早期
黒化を防止することができる。また、ランプ電流だけでトータル電流が適正領域を満たす
場合には予熱電流をカットする制御を行っているため、定常点灯時のフィラメントロスの
低減に伴う高効率化も達成することができる。
【００１８】
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【発明の実施の形態】
（実施の形態１）
本発明の第１の実施の形態を図５に示す。図５に示す回路では、交流電源Ｖｓに全波整流
器ＤＢが接続され、この全波整流器ＤＢにはインバータ回路及び電源回路１が接続されて
いる。インバータ回路は直列接続された二つのスイッチング素子Ｑ１，Ｑ２を備え、一方
のスイッチング素子Ｑ２の両端にはリーケージトランスＴ１の１次巻線ｎ１、直流カット
用コンデンサＣ２の直列回路が接続されている。さらに、リーケージトランスＴ１の２次
巻線ｎ２には直流カット用コンデンサＣ４と共振コンデンサＣ３の直列回路が接続され、
共振コンデンサＣ３と並列にランプＬａ１，Ｌａ２の直列回路が接続されている。共振コ
ンデンサＣ３はリーケージトランスＴ１のリーケージインダクタンスと共に共振回路を構
成する。スイッチング素子Ｑ１，Ｑ２はインバータ制御部３によって交互にオン、オフを
繰り返す。スイッチング電流のオン、オフ動作によりスイッチング素子Ｑ１，Ｑ２の接続
点に発生する矩形波電圧により前記共振回路に共振電圧が流れる。
【００１９】
次に、予熱回路の構成について説明する。リーケージトランスＴ１と直流カット用コンデ
ンサＣ２との接続点とスイッチング素子Ｑ２と全波整流器ＤＢとの接続点の間には、予熱
トランスＴ２の１次巻線とコンデンサＣ１、及びスイッチング素子Ｑ３の直列回路が接続
されている。インバータ制御部３によってスイッチング素子Ｑ３がオンしている間は予熱
トランスＴ２とコンデンサＣ１の共振によって電流が流れる。また、予熱トランスＴ２の
２次側は直流カット用コンデンサＣ５，Ｃ６，Ｃ７を介して各ランプＬａ１，Ｌａ２のフ
ィラメントが接続されており、これによってフィラメントの予熱を行う構成となっている
。なお、スイッチング素子Ｑ３は点灯時にはインバータ制御部３によってオフとなるよう
に制御されており、フィラメントにおけるロスを低減するようにしている。
【００２０】
次に、この実施の形態の動作について説明する。この実施の形態では前記放電灯点灯装置
にランプの種類を識別するランプ識別手段４が接続されており、電源が投入されると何ら
かの手段により接続されているランプＬａ１，Ｌａ２の種類を識別する。ここで、この放
電灯点灯装置は定常点灯時のランプ電流の値が異特性となるランプを適合負荷としており
、もし接続したランプのランプ電流がスパッタ領域に入るような場合、ランプ識別手段４
からインバータ制御部３に制御信号を出して、スイッチング素子Ｑ３をオンさせ、予熱電
流を供給するような制御を行う。あるいは、インバータ回路のスイッチング素子Ｑ１，Ｑ
２の発振周波数や、スイッチングのデューティを変化させることによって出力を増大させ
て、ランプ電流が増えるような制御を行う。これにより、フィラメントに流れる電流がス
パッタ領域に入ることを防止している。なお、フィラメントに流れる電流が蒸発領域に入
る場合も同様に、今度は出力を下げる制御を行うことにより、適正領域に入るように制御
している。
【００２１】
（実施の形態２）
本発明の第２の実施の形態を図６に示す。放電灯点灯装置の基本的な回路構成、動作につ
いては実施の形態１と同一のため説明を省略する。図６に示す回路では、図５の構成に加
え、さらに予熱回路に直列にインピーダンスＺが接続されており、インピーダンスＺには
スイッチング素子Ｑ４が並列に接続されており、インバータ制御部３からの制御信号によ
って、予熱回路に接続されたり、短絡されたりして、予熱回路のインピーダンスを可変と
する。
【００２２】
次に、この実施の形態の動作について説明する。この実施の形態ではランプの種類を識別
するランプ識別手段４が接続されており、電源が投入されると何らかの手段により接続さ
れているランプＬａ１，Ｌａ２の種類を識別する。ここで、この放電灯点灯装置は定常点
灯時のランプ電流の値が異特性となるランプを適合負荷としており、もし接続したランプ
のランプ電流がスパッタ領域に入るような場合、ランプ識別手段４からインバータ制御部
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３に制御信号を出して、スイッチング素子Ｑ３をオンさせ、予熱電流を供給するような制
御を行う。あるいは、インバータ回路１のスイッチング素子Ｑ１，Ｑ２の発振周波数や、
スイッチングのデューティを変化させることによって出力を増大させて、ランプ電流が増
えるような制御を行う。これにより、フィラメントに流れる電流がスパッタ領域に入るこ
とを防止している。なお、フィラメントに流れる電流が蒸発領域に入る場合も同様に、今
度は出力を下げる制御を行うことにより、適正領域に入るようにしている。
【００２３】
さらに、この実施の形態においては予熱回路にインピーダンスＺを挿入することで予熱回
路のインピーダンスを可変とし、予熱電流の大きさを調節することができる。ここで、イ
ンピーダンスＺの大きさを各負荷に応じた予熱電流が流れる大きさに設定することで、所
望の予熱電流を得ることができるため、特にランプごとに先行予熱電流が異なる場合にそ
れぞれの負荷に応じた最適な先行予熱電流を流すことができるという効果を得ることがで
きる。
【００２４】
（実施の形態３）
本発明の第３の実施の形態を図７に示す。ダイオードＤ１～Ｄ４のブリッジ回路は全波整
流器を構成しており、その交流入力端子はフィルター回路を介して商用電源Ｖｓに接続さ
れている。フィルター回路はフィルターチョークＬ１とフィルターコンデンサＣ１２，Ｃ
１３およびフィルタートランスＴ３で構成されており、インバータ回路の高周波ノイズが
商用電源Ｖｓに漏洩することを防止している。ダイオードＤ１～Ｄ４よりなる全波整流器
の直流出力端子には、小容量のコンデンサＣ８が並列接続されると共に、ダイオードＤ５
，Ｄ６の直列回路を介してスイッチング素子Ｑ１，Ｑ２の直列回路が接続されている。ダ
イオードＤ５には入力電流歪改善用コンデンサＣ１４が並列接続されている。ダイオード
Ｄ５，Ｄ６の接続点とスイッチング素子Ｑ１，Ｑ２の接続点の間には、リーケージトラン
スＴ１の１次巻線ｎ１と直流カット用コンデンサＣ２の直列回路が接続されている。スイ
ッチング素子Ｑ２には小容量のコンデンサＣ０が並列接続されている。リーケージトラン
スＴ１の２次巻線ｎ２には直流カット用のコンデンサＣ４を介して共振コンデンサＣ３が
接続されており、共振コンデンサＣ３の両端にはランプＬａ１，Ｌａ２の直列回路が接続
されている。共振コンデンサＣ３はリーケージトランスＴ１のリーケージインダクタンス
と共に共振回路を構成する。一方のランプＬａ１の両フィラメントの非電源側端子間には
逐次点灯用のコンデンサＣ９が並列接続されている。各ランプＬａ１，Ｌａ２のフィラメ
ントにはコンデンサＣ５，Ｃ６，Ｃ７を介して予熱トランスＴ２の予熱巻線（各２次巻線
）が接続されている。予熱トランスＴ２の１次巻線の一端はスイッチ手段ＳＷの端子Ａに
接続されており、他端はコンデンサＣ１を介してスイッチング素子Ｑ２とダイオードＤ５
の接続点に接続されている。スイッチ手段ＳＷはインバータ制御部３からの制御信号によ
り端子Ａを端子Ｂまたは端子Ｃのいずれかに接続するか、もしくはオープンとするように
切替制御される。スイッチ手段ＳＷの端子ＢはリーケージトランスＴ１の１次巻線ｎ１と
直流カット用コンデンサＣ２の接続点に接続されており、端子ＣはダイオードＤ５，Ｄ６
の接続点に接続されている。
【００２５】
スイッチング素子Ｑ１，Ｑ２の直列回路の両端には小容量のコンデンサＣ１０と電源回路
１が接続されている。この電源回路１は、インバータ回路のスイッチング素子Ｑ２をチョ
ッパー用のスイッチング素子として兼用して平滑コンデンサＣ１１に直流電圧を充電し、
整流出力電圧が低い期間にインバータ回路に供給するものである。ダイオードＤ１～Ｄ４
よりなる全波整流器の直流出力電圧が高い期間において、スイッチング素子Ｑ２がオンの
とき、全波整流器から平滑コンデンサＣ１１、インダクタＬ２、ダイオードＤ９、スイッ
チング素子Ｑ２の経路で電流が流れて平滑コンデンサＣ１１が充電され、また、スイッチ
ング素子Ｑ２がオフすると、インダクタＬ２の蓄積エネルギーによる回生電流がインダク
タＬ２からダイオードＤ７を介して平滑コンデンサＣ１１に流れて平滑コンデンサＣ１１
が充電される。ダイオードＤ１～Ｄ４よりなる全波整流器の直流出力電圧が低い期間にお

10

20

30

40

50

(6) JP 3801034 B2 2006.7.26



いては、平滑コンデンサＣ１１の直流電圧がインダクタＬ２とダイオードＤ８を介してス
イッチング素子Ｑ１，Ｑ２の直列回路に供給される。なお、電源投入直後の平滑コンデン
サＣ１１の充電電圧が低い期間では、スイッチング素子Ｑ１，Ｑ２の動作開始前に、スイ
ッチング素子Ｑ８がオンとなり、抵抗Ｒ１を介して突入電流を抑制しながら平滑コンデン
サＣ１１を充電し、スイッチング素子Ｑ１，Ｑ２の動作開始後はスイッチング素子Ｑ８は
オフとなる。
【００２６】
この実施の形態の動作については実施の形態２と同一のため重複する説明は省略するが、
予熱電流の切り替えの仕組みが実施の形態２とは異なる。この実施の形態においては、ス
イッチ手段ＳＷの端子Ａをオープン状態で予熱電流をカットするか、もしくは端子Ｂまた
はＣのいずれかと接続してそれぞれ所定の予熱電流を供給するかはランプ識別手段４から
の信号を受けてインバータ制御部３で切替制御される。ここで、端子Ｂと端子Ｃとでは電
圧振幅が異なっており、振幅の高い端子Ｂの方に接続された時の方が予熱電流の供給量は
多くなる。このように電圧振幅の異なる２つの電圧供給源を切り替えることにより予熱回
路の供給電圧を可変とする。
【００２７】
この実施の形態では、予熱回路の供給電圧の切替回路を具備することにより、予熱カット
手段と予熱電流の大きさを調整する回路とが一体化できた上、コンデンサＣ１４の定数、
予熱回路への印加電圧、予熱回路の定数を最適に設定することにより所望の予熱電流を得
ることができるため、特に先行予熱電流が異なる場合にそれぞれの負荷に応じた最適な先
行予熱電流を流すことができるという効果を得ることができる。
【００２８】
（実施の形態４）
本発明の第４の実施の形態を図８に示す。放電灯点灯装置の基本的な回路構成、動作につ
いては実施の形態１と同一構成のため説明を省略する。図８に示す回路では一般的な放電
灯点灯装置に加え、予熱トランスＴ２の２次側に接続されている直流カット用コンデンサ
Ｃ５，Ｃ６，Ｃ７と並列にスイッチ素子Ｑ５，Ｑ６，Ｑ７とコンデンサＣ１５，Ｃ１６，
Ｃ１７の直列回路が接続され、スイッチ素子Ｑ５，Ｑ６，Ｑ７のオン、オフによって予熱
回路の直流カット用コンデンサの容量を変化させることができる。
【００２９】
この実施の形態においても上述の実施の形態１と同様の制御を行うが、特に本例では予熱
回路の直流カット用コンデンサの容量を可変とすることにより、実施の形態２と同様、予
熱電流の大きさを変化させることができるため、コンデンサの容量調節によって所望の予
熱電流を得ることができる。よって、特に先行予熱電流が異なる場合にそれぞれの負荷に
応じた最適な先行予熱電流を流すことができるという効果も有する。
【００３０】
【発明の効果】
本発明においては、これまでランプの種類に関係なく予熱電流をカットしていたため、接
続するランプの種類によってはスパッタによる短寿命になっていたところを、各ランプに
応じた予熱制御を行うことにより、１種類の放電灯点灯装置で特性の違う異種のランプを
常に最適なフィラメント温度で点灯させることが可能となる。これにより蒸発やスパッタ
による短寿命を防ぐことができる。また、ランプ電流のみで適正領域を満足できる場合に
は予熱電流をカットする制御としたため、常に予熱電流を流し続ける場合よりもフィラメ
ントロスを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の基本構成を示すブロック回路図である。
【図２】本発明の第１の動作説明図である。
【図３】本発明の第２の動作説明図である。
【図４】本発明の第３の動作説明図である。
【図５】本発明の実施の形態１の回路図である。
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【図６】本発明の実施の形態２の回路図である。
【図７】本発明の実施の形態３の回路図である。
【図８】本発明の実施の形態４の回路図である。
【図９】熱陰極型放電灯のフィラメント予熱の適正な領域を示す説明図である。
【図１０】第１の従来例の動作説明図である。
【図１１】第２の従来例の動作説明図である。
【図１２】第３の従来例の動作説明図である。
【符号の説明】
Ｖｓ　交流電源
ＤＢ　全波整流器
１　　直流電源回路
２　　インバータ回路
３　　インバータ制御部
４　　ランプ識別手段
５　　予熱回路
Ｌａ　ランプ（熱陰極型放電灯）
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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